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はじめに
文字・図・写真などを，所定の範囲内に配置することを
レイアウトと言います．今回は効果的なレイアウトを行
うための基本ルールを紹介します．
*4月号に掲載した今月号の予定では「画面構成」としていましたが，

「レイアウト」のほうがわかりやすいと思いタイトルを変更しました．）

視線の流れを意識する
「ひとは左視野を優先する」傾向があるといわれていま
す．横書きの場合，視点はまず左上に行き右へ流れます．
次にさきほどより少し下の左にもどり，また右に流れて
いきます．レイアウトの際にはこのようなZ型を描く視
線の流れを意識しましょう．ひとの自然な視線の流れに
そって文字や図・写真をレイアウトすると，読み取りや
すくなります．

左揃え推奨
文字組には「左揃え」「中央揃え」「右揃え」のように3
種類の主な整列法があります．「ひとは左視野を優先す
る」傾向があるとすると，ひとの視線がもっともスムー
ズに流れるのは「左揃え」ということになります．また「左
揃え」は「中央揃え」より，現代的な（カッコイイ）印
象をもたらします．迷ったら左に揃えましょう．

揃えられるところを揃える
文字や図・写真を揃えることが重要です．プロのデザイ
ナーなら，場合によっては1ミリ以下まで揃えます．科
学者はそこまでしなくてもよいとは思いますが，できる
だけ揃えることで統一感のあるレイアウトになります．

［Before］チャートの例ですが，全体になんとなくバラバラしていて，
読み取りにくい．

［After］図7のように揃えられるところを揃えてみました．また図形
と図形の間にできるだけ余白をつくるようにしました．さらに矢印も
図形とは別にして，内容によっては点線の矢印を使用しました．
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図1：ひとの自然な視線
の流れはZ型を描く

図3：［中央揃え］安定しずぎて退屈 図4：［左揃え］自然な視線の流れ
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近づけたり・離したり
ひとは見えるものから何らかのまとまりや意味を無意識
に見いだそうとします（「ゲシュタルト（形態）心理」
と呼ばれる現象です）．この心理を意識的に利用するこ
とが重要です．つまり，まとまりをつくるために，関係
ある要素は近づけます．一方，まとまりをつくらないた
めには，関係ない要素を離して配置します．これにより，
情報が整理され，スムーズな伝達が可能になります．

Before：図と「Fig. 1～6」が離れていて読み取りにくい．
After：図と「Fig. 1～6」を近づけたので読み取りやすくなった．

余白をつくる
美しい余白を作り出すことが，美しいレイアウトにする
ための秘訣です．先にも述べましたが，視線の流れは左
上から始まり右下で終了する傾向があるので，眼を休め
るための余白を右下につくるようにすると効果的です．
これであなたのレイアウトはプロに一歩近づくでしょう．

情報にヒエラルキーをつくる
じっくり読むというより，ぱっと見て興味を持ってほし
いスライドやポスターの場合，画面上に配置する文字や
図といった情報を，大中小の3段階に分けて，情報にヒ
エラルキーをつくることをおすすめします．そうするこ
とで，すっきりとわかりやすいスライドやポスターを作
りやすくなると思います．逆に情報にヒエラルキーがな
いと，メリハリがなく，結局，見るひとが何も情報を受
け取らないまま，通りすぎてしまうこともあります．情
報を大中小に分けるときの目安は以下の通りです．
■大：もっとも重要で絶対に見てほしい情報
■中：大の次に見たり読んだりしてほしい情報
■小：興味があれば読んでほしい情報

Before：重要な情報と，興味があれば読んでほしい情報の差がない
ため，読み取りにくい．
After：興味があれば読んでほしい情報を整理して減らしました．そ
して重要な情報，次に大事な情報を大きくしたので，大事な情報が読
み取りやすくなりました．

資料提供
図5～9：小林麻己人（筑波大学医学医療系），図10，11：入江賢児（筑波
大学医学医療系）

おわりに
今回は「レイアウトの基本」について解説してきました．
次回は「スライドのレイアウト」です．パワポによるス
ライドデザインの心得を解説します．どうぞお楽しみに．
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図10：［Before］画面いっぱい
に文字や図がレイアウトされてい
るため，きゅうくつな感じです．

図11：［After］画面の周囲と右
下に余白をつくったため，すっき
りした感じになりました．
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図14：After
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